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我々はこれまで，将来のパッケージ内光接続高性能

システム集積のために，面発光レーザーを LSI 直近に

実装する波長多重高密度光配線を検討してきた[1]．一

方，波長多重光源を分離配置する方式では，伝搬して

きた波長多重導波光のうち所定の波長光を変調する必

要がある．今回，単一導波路で波長選択的に光強度変

調できるインライン干渉型波長選択導波光変調器

（ in-line interferometric wavelength-selective guided- 

wave modulator : I2-WSM）を考案・検討した． 

I2-WSM の基本構成と導波光の流れを Fig.1 に示す． 

3 種類の分布ブラッグ反射器（DBR）を集積し，TE0

と TE1 の 2 つの導波モードを利用する．入射してく

る波長多重 TE1 モードの中の所定の波長光を DBR01

により 50% の結合効率で TE0 モードに逆方向結合さ

せる．透過した TE1モードのうち所定波長光は DBR11

で反射させ，上記の反射された TE0 モードは DBR00 

で反射させる．この 2 波は再び DBR01 でそれぞれ反

射，透過し，TE0 モードに合波・干渉し出力される．

このように TE1 モードと TE0 モードを 2 つの腕とす

る干渉計を構成するため， 片方の腕の TE1 モードを

位相変調させることで TE0 モード出力光の強度を変

調できる． 

Fig.2 の構成例では，導波路内に電気光学（EO）ポ

リマを集積し，EO 効果により屈折率を変化させる．

EO ポリマの屈折率を変化させて出力 TE0 モードの

パワーが最大となる状態（ON），最小となる状態（OFF）

における TE0 モードの透過スペクトルのシミュレー

ション結果を Fig.3 に示す．動作波長を 1310 nm と

し，EO ポリマのポッケルス定数 r13 を 100 pm/V [2]

として計算した．高い消光比で波長選択的な変調を期

待できることが分かった．また，所定波長以外の TE1 

モードは ON/OFF 無関係に透過することも分かった． 

今回，動作波長を 1540 nm 帯とし，EO 効果の代わ

りにポリマの熱光学効果を利用した動作確認用試料を

作製し，評価した．結合波長において消光比 3.47 dB 

が得られた．以上，I2-WSM を提案し，動作原理を実

験的に確認した． 
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Fig.1  Diagram of basic configuration of I2-WSM and 

propagating guided mode flow. 

 
Fig.2  Cross-sectional structure of I2-WSM. 

 

 
Fig.3  Simulated transmission spectrum of TE0 mode 

and TE1 mode of I2-WSM. 
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